





標記の平成21年 度東海 ・北陸地区の合 同研修 「電気 ・電子コース」を福井大学が実施機関 とな り、
研修 内容詳細等を工学部 技術部が担 当す る事にな りま した。 このコースを福井大学で担 当するのは3
回 目です瓜6月 に入 り急遽担 当が決 まったこともあ り、9月実施を 目標 とす ると準備期 間が2ヶ 月程
度 しかな く、当初は講師依頼や研修内容設 定のための時間が少なくかな り動揺 しま した。 しか し、工
学部技術部技術班長以上10名及び総務部人事労務課 で実行委員会等を作 り対処 し、さらに電気 ・電子
に関す る技術 を有す る技術職 員スタッフを含め実習コース作 りに取 り組んだ事に より、 どうにか実施
日までに準備が間に合い ました。特に、実習Aコ ースにっいては技術部内に担当できる技術職員がい
なく、講師の先生よ り技術 部担 当者が予備研修 を受 け、準備 力塑 ったのは実施 日の前 日とい う慌 しさ
で した。以下は、各委員会及び協力スタッフ(敬 称略}で す。(編 集 本堂)
・技術職員合同研修委員会 … 日程、会場、講義、施設見学等の企画担当委員会
小川勇治 、斉藤忠昭、山田隆昇、本堂義記、人事労務課課長、人事労務課担当係長
・技術職 員合同研修実行委員会 … 実習内容、懇親会、プ レゼン等の企画担当委員会
小川、斉藤 、山田、本堂、幸川 光雄、嶋崎喜代治、福 田萬、岡井善四郎、松 山幸雄
・各 実習 コース担 当
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3.一 概要 担 当者:山田隆昇 、岡井善四郎、本 堂義記
3.1rフ才トリソグラフィ(ph。toIithogr叩hy)」技術
「リソグラフィ」は写真食刻技術 と呼ばれ、集積回路等の作製 プロセスにおいて、マス クの幾何学的
模様(パターン)を半導体 ウエハーの上に塗布 した感光性物質(レジス ト舳8i日0)に転写す る技術です。
この コースでは、露光源 に紫外線 を用いて シ リコン(Si)ウエハー上ヘエ ッチングするパターン転
写プロセス、すなわち「フォ トリソグラフィ」技術 を体験的に学習 し、集積回路技術 の一端に触れるこ
とを 目的 としま した。
講師の塩 島准教授の説 明後、受講生12名が二つの班に分かれ、技術部講師による 「フォ トリソグラ
フィ」技術指導 を受 け、図4に示すSiウ エハー上 に受講生各 自のマスク像 を形成 しま した。
3.2「フォトリソグラフイ」技術工程
前処理
① 各受講者の写真撮影 ② 写真像処理 ωHPフイルムにマス ク写真像 を作成、図1)
③Siウ エハー(図2)を高温加熱 し、表面に酸化膜(図3)を形成する。(1,000℃2h加熱)
受講生の実習
④Siウ エハー をアセ トン液で洗浄 ⑤ ウエハー表面 にス ピンコー タ器で レジス ト液を塗布
⑥ ウエハー上の レジス トを電気炉で乾燥 ⑦Siウ エハーの レジス ト上にマスク写真像の露光
⑧ ウエハーを現像及び現像停止処理 ⑨ ウエハ ーをエ ッチング及び停止処理
⑩ ウエハー上 レジス トをアセ トン液 にて落 とす
⑪ ウエハーを洗浄 し、水 を窒素ガスで吹き飛ば して完成(図4)
図1マ ス ク写真像 図2siウ エハー 図3Siウエハー上に 図4フ ォ トリソグラフイ
酸化膜 を形成 マス ク写真像
3.3実施 準備のため の予備研修
Siウエハー表面に レジス ト液 を塗布す る予備研修では、ス ピンコータ器 の中心 にSiウエハー を載せ、
遠心力 で液 を均一 に塗布す る過程で、吸着 して回転数 を500rp皿か ら2,500rpmに上昇する時、 ウエハー
が中心 よ りずれて飛び、高価なウエハー材 料 を何度も割 って しまいま した。
レジス トの乾燥では、乾燥時間を間違 える とエ ッチング時にレジス ト溺浮いて しま うため、25分の
乾燥時間を見出すまで何度 も実験を繰 り返 しま した。
次にマスク写真像処理では露光時間がわか らず、 ウエハーの破 片を作 リテス トを繰返 し、最後 に60
秒 露光が最適である事 を見 出しま した。
エッチングでは、硝酸;フッ酸:イオン交換水 の比率の決定及びエッチ ング時間を決める際にもウエ
ハ ーの破片で何度 もエッチングテス トを繰返 し最適な時間を決めましたが、結果的には ウエハー上の
液体のは じき具合で最適 な処理状態を判断できる事がわか りま した。
最後に、予備研修 の最終工程 でエ ッチング後 にウエハー上の レジス トを最後 にアセ トン液で落 とし
た 際、マス ク像力撫 いな ど経験 を何度 も繰 り返 し、試行錯誤の上で実施 日前 日までによ うや く最適な
実習方法を見出 しました.
実習当 日には、全員 の受講生が フォ トリソグラフイ技術 を成功 させ る事がで き、予備研修者すなわ
ち担 当者が、このことよ り満足感 を得た事は今後の新たな技術 習得のために良い経験を積む事ができ
た と思っています、(山 田 記)
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4、実Bコ ースの 要 担 当者:白井治彦、水野広治、松山幸雄、篠 競、本堂義記
4.可 回墨 吐
テーマは 「3原色LEDを 用いた7色 イル ミネー ション回路の設計 ・製作」
として、受講者が各機関で実施す る地域貢献等に提供できる電子 回路設計 ・
製作方法の一端を体験できるよ うな実習内容 としま した。
回路設計は本来テーマに沿って受講者が 自由にできるのが望ま しい事 で
すが、実習時間や部品準備 な どの制約 もあ り、予め用意 した基本的な回路構
成 と部品を使 って設計を行 いま した。
具体的な回路構成は、タイマーIC555を使った発振器の出力信号をカウン
タICで分周 した後、光の3原 色であるRGBを 発光す るLEDを 駆動す る
設計 となっています。 この うち発振周波数 の設定や、LEDの 色バランスの
調整 などに各 自が設計で きる余地を残す ことを基本方針 としま した。 この
ため、まず、設計 ・製作 に必要なブ リー フィングを行い、その後、設計、
ブ レッ ドボー ドを使用 した試作、そ して実際の回路製作 とい う流れで実習
を進 めることに しま した。(図1)
4.2塵 置工程
図1.実 習回路
以上 の方針 に従 って、説 明用ス ライ ド、データシー トな どの資料、ブ レッ ドボー ドや電子部品の購
入、そ の他製作に必要な工具、計測器類 の準備 を行 った。 また、初心者のために参考製作回路や、製
作用の実体配線図なども用意 しました。
実習Bコ ースは9機 関10名 が受講 し、実習の最初 に実習の 目的 と概要、回路構成の概略、設計に
必要な部品の基本的な動作 、試 作時に使用す るブ レッ ドポー ドの使用方法などについて各担当者が説
明を行ないま した。説明に対する質疑 などの後、受講者 は各 自設計を開始 しま したが、回路設計 と、
プ レッ ドボー ドを使った試作は、昼食 をは さんで午後2時 ごろまでを予定 し、ほぼ時間内に全員が動
作確認 を終了 しま した。
4.3あ と丞 き
試作回路を基に した汎用基板への半田付 けによる回路製作 に関 しては、実習時間内での製作都困難
と思われ る方や希望者 には、準備 しておいた実体配線 図を提供 し、それ に従 って製作を行ってもらい
ました。実習時間内で製作沸終 了 しなかった受講生は、持 ち返って製作 して もら うことにしま した。
製作終了後に完成 作品の発表 も兼ねて受講者の感想 を述べて もらい、それ らを簡単に紹介する と、
① 「設計に関 しては難 しくなか った力濃 作は思 った以上に苦労 した」 ② 「ほぼ思い通 りの設計 ・製
作ができた」 ③ 「実習の意図 としては3色LEDの 発光バランスの電
流値設計あた りなのでは」 ④ 「初 めての経験で苦労 した」
⑤ 「半 田付けは経験があ ったがブ レッ ドボー ドの使用 は初 めて」な ど
の感想浴あ りました。
受講者は予想通 り経験者 か ら電子工作が初めての方まで様 々な レベ
ル での実習 とな り、予定 したスケジュール内で設計 ・試作 ・製作 と概
ね 回路作成 の実際に体験 できたもの と担 当者は喜んでいます.ま た、
受講者 の方々が昼食 も早々に切 り上げて昼休みも試作に取 り組むな ど、
そ の真剣 な態度が印象的であ りま した。(白井 記)
図2製 作風景
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